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『なぜ､感謝するとうまくいくのか』
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どうしたら幸運体質になれるのか
目に見えないものから身を守る最強のセキュリティーとは

幸せ感がどんどん膨らむ､魔法の習慣術

金運を上げるちょっとしたコツ　その1

金運を上げるちょっとしたコツ　その2

金運を上げるちょっとしたコツ　その3

死の恐怖を乗り越えると人生が充実する

第３章　感謝すると未来が変わる
“ありがとう”という人には幸せがもたらされ､“ありがとう”といわれる人には成功がもたらされる
僕が肌身離さず持っている二通の手紙
無心に願いが叶ったイメージを持ち続けるとどうなるか　
人は言葉で生まれ変わることができる

大きな幸運の流れに身をゆだねる極意

有意義な人生を送るために役立つ具体的なツール

なんでもない日常を､どのように過ごすと人は輝くか

すべては感謝に至る道

中国4000年の叡智を超えるもの､それは……

あとがき

【目次】

はじめに

第１章　ありがとうは魔法の言葉

感謝をベースに生きていけば､どっちに転んでも大丈夫
・あるスナックで､画家になったホステスさんの話

言葉に見合った行動をすぐにとってみる
・｢ありがとう｣｢感謝します｣を目の前の人に言うと普通の感謝の言葉
・自分につぶやくと魔法の言葉になる｡⇒何に対しても感謝したくなるから不思議

・｢まっ､いいか｣｢起こってしまったことは､じたばたせず､受け入れるしかない｡｣
⇒何にでも感謝できる心
⇒感謝の言葉は万能で､最強の魔法の言葉
・会社で上司にキツく叱られたとします｡
・腹が立っても深呼吸をして､ありがとう｡
・つぶやいた言葉に見合った行動をとる｡
・行動なき言葉は弱く､やがて消え去ってしまう｡
・叱責した上司に謝罪し､二度と同じミスを犯さないための具体的な対策と決意を伝え､さらに注意してくださったことに感謝する｡
・嫌なことがあっても前向きな行動が伴う感謝の言葉は､結果的に感謝の想いを深め､状況を生きやすい方向へと導いてくれる｡
・言葉に見合った行動を､すぐにとることが大事
感謝すると集中力が高まり､底力を引き出すきっかけになる
・2008.11.15､日高和彦の二度目の防衛戦

・大山峻護(格闘家)

・古市忠夫(プロゴルファー)
・松永共広(北京オリンピック､レスリング)

・感謝の心を持つと､人はどのように変わるのか｡
・試合の好成績と感謝の心を持つことは関係があるのか｡
・Y.H.C矢山クリニック医院長の矢山利彦先生｢人は､感謝の心を持つと体から『氣』が出やすくなる｡すると脳内に緊張状態を解く働きを持つセロトニンがふえ､ストレスが軽減され､さらにドーパミン､エンドルフィンといった神経ホルモンも分泌されやすくなる｣
脳波が安定し､呼吸が深くなり､リラックスした状態になる｡⇒緊張が緩和され､集中力が高まりやすくなる｡⇒体が柔軟になり､力が出やすくなる｡
口から発する感謝の(ポジティブな)言葉は感謝の心を育み､脳内で分泌されるホルモンに作用して､体への大きな影響をもたらす｡
｢言葉⇒心⇒脳⇒体｣
プレッシャーに打ち勝ち､さらなるパワーを引き出すもの

・森本洋二先生⇒石川　遼｢『ツキを呼ぶ魔法の言葉』
⇒“感謝の気持ちを忘れなければ運は来る”｣
・豊川工業高校の渡辺正昭先生
⇒｢感謝の心が力になる｣｢感謝の気持ちを忘れない生徒ほど､練習において成長が著しく､また競技会でも底力を発揮する｣
チームメイトへの感謝の想いがあると､それがエネルギーに変わり､粘りが生まれてくる｡
人間は｢自分のため｣よりも｢だれかのために｣と思ったほうが､より大きな力を発揮できる｡心の支えにもなる｡
・自然な｢ニヤッ｣が､一瞬で緊張やプレッシャーを解き､本来の自分の力を､容易に引き出しやすくする｡
・深い自信と感謝からわき出る笑顔は､いかなる緊張をも一瞬で大きく軽減する効果がある｡
・言葉と心と体の密接な関係が､ますます明らかになっていくでしょう｡嫌なことがあったら｢ありがとう｣｡そして､そのとき､自然と｢ニヤッ｣が出たら､ピンチはチャンスに変わる｡
営業成績をトップに導いた感謝の実践

最近特に心に残った､Ｈさんからのお手紙です｡
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私は田舎の郵便局で働いているものです｡
今年度､我が郵便局は新人局員の新体制でスタートしました｡
私は年度始めに､五日市さんの小冊子『ツキを呼ぶ魔法の言葉』を､局長､社員全員に一冊ずつ渡しました｡
局長含め､皆この小冊子をすごく気に入ってくれました｡
その後､局長が
｢今年度の我が郵便局の
営業方針を決めなければならないので､
何か提案があれば考えておいて｣
といわれたので､一晩考えました｡
そして､私が提案した中で
二つの提案が採用されました｡
・汚い言葉をつかわない｡キレイな言葉で接客しよう｡
・嫌なことでも､ありがとう｡喜んで承りましょう｡
ほかの社員さんも賛同してくださり､新年度がスタートしました｡
郵便局では､主に生命保険､定期預金､郵便販売を中心に営業目標が与えられます｡
例年､１００％達成が困難で､厳しい目標となります｡
特に定期貯金は純増目標なので､いくら貯金を集めても､
解約がそれを上回ると推進できないため､どこの郵便局でも頭を抱えています｡
普通なら､解約するお客様には｢何に使われますか？｣
｢半分だけ解約というわけにはいきませんか？｣
など､なんとか解約されないよう説得するなど働きかけています｡
それが私の提案によると､｢嫌なことでも喜んで｣となるので､｢喜んで解約します｣が基本となります｡
今まで預けてくれたことに､まず感謝し､喜んでお支払いします｡
これを社員全員が実践するので､次々とよいことが舞い込むようになりました｡
Aさんに喜んで定期を解約してさしあげると､
Bさん､Cさん､Dさんがそれ以上の貯金をしてくれるのです｡
そして､気持ち良く解約してもらったAさんは､お金ができると､また貯金してくれます｡
社員も皆､奇跡を目の当たりにし､感謝の言葉を､心から気持ち良くいえるようになりました｡
このノウハウを手に入れた我々は､当初厳しいと考えていた営業目標も次々と早期達成する事ができました｡
１００％を超えた今も伸び続けており､我が局の成績は､なんと東海４県で1位につけています｡
前年度までは､ほんとうに泣かず飛ばずの曲だったのが……｡
現在､私たちの郵便局のお客様ロビーには､五日市さんの小冊子が2冊置いてあります｡
待ち時間に手に取って読んで見えるお客様には､貸し出したり､さしあげたりしています｡
私もかれこれ80冊ぐらい購入し､大切な方に渡しています｡
｢本を読んで気に入ったら､私に返さずに､あなたの大切な人に読ませてあげてください｣とお願いしています｡
この魔法の言葉が一人でも多くの人に伝われば､世の中の争い事がなくなっていくと信じています｡
私自身も､一時は人間不信に陥り､自暴自棄になったこともありましたが､魔法の言葉のおかげで､救われた経験があります｡
微力ではありますが､五日市さんと同じように､一人でも多くの人に伝えていこうと思っています｡
人は鏡｡
私が変われば､他人も変わると､しみじみと実感しています｡
今年度､｢私上最高｣の一年を経験し､私なりに奇跡を起こす三つの法則を見つけました｡
・奇跡を起こすために｢がんばる！｣
・決して｢あきらめない！｣
・｢感謝する！｣
これをモットーに､また私上最高の一年を更新します｡
この世の現象は､すべて原因があるから結果がある｡
このようなすばらしい結果を導いたＨさんの信念と実践を､しっかりかみしめたいと思います｡
教育現場に広がる魔法の言葉

｢娘が保育園で魔法の言葉を広めていますよ｣というお便り
｢“言葉を大切にすることが､自分の人生を大切にする大きな力となる”

“いい言葉をつかって､幸せになろう”というスタンスでいきたい｡教育は､幸せになるためにあるのだと思います｡それで､言葉にもっと目を向けた教育を推し進めるならば､明るい言葉が飛び交う学校がたくさん現れるでしょうし､生きていくこと自体にも､いつも前向きになれると思うのです｡そうなれば､『いじめ』『不登校』などはへっていくでしょう｡
とにかく､自分にできること､『言葉を大切にして､心豊かに､幸せに生きていくための教育』をテーマに､これからもコツコツやっていきたいと思います｡｣北海道のＫ先生からのお便り
魔法の言葉が会社で広まると､感謝の社風が培われる
・｢今月の売り上げが○○になりました｡感謝します！｣
・｢契約件数が○○以上になりました､ありがとうございます！｣
これは偶然ではない｡何かある､という気づきを得た｡
積極的に魔法の言葉を唱和するようになった｡
｢嫌なことがあったときに“ありがとう”｡
難しいが､これが大切｣
不幸の連鎖を断ち切る｢ありがとう｣と座敷わらし

・犯罪の被害にあったとき⇒“ありがとう”は自分に対して言う｡
落ち込んだ自分を励ます“ありがとう”であり､不幸の連鎖を断ち切る言葉｡この言葉を自分に対し心を込めて発すると､それ以上嫌な気分にならないし､マイナスの言葉が出てきにくくなる｡物事の流れをよりよい方向に切り替えてくれ､後の自分の成長のきっかけとなる｡
・あんなことがあったから､今の自分があるんだよな｡
あれがあったから､今の幸せがあるのよね｡
・感謝をベースに生きている人にとっては､この人生､どっちに転んでも大丈夫｡魔法の言葉は､我々が上手に生きていくための実践的な知恵｡
どんな不幸もプラスに変える感謝の言葉

・がっかりするような状況のとき､心を込めて｢ありがとう｣⇒発想が変わり､次の一手が浮かんできやすくなる｡さらに嫌と思っていたことがよく思えてくる｡
・肺ガンの男性Ｆさんと彼のお母さんの肺ガンの早期発見
気分が落ち込んだときの魔法の言葉｡｢決して今の自分は不幸ではない｣ことを知るきっかけかも知れない｡
願いを実現させる､ちょっとした習慣

・神様や仏様にお願いごとはしない｡｢請求書の祈り｣はしない｡｢ありがとうございました｣という感謝の気持ちを込めた
｢領収書の祈り｣をする｡
・｢○○になりました､感謝します｣と､未来に起こってほしいことを完了形でいって､感謝すると､
ほんとうにそれが実現しやすくなる｡
感謝すると過度な欲が軽減し､願いが叶いやすくなる

・岐阜県養老町にある船戸崇史医院長

｢ガンは涙のようなもの｡西洋医学では流れている涙をぬぐうことはできる｡でも涙は後から流れてくる｡その原因となっている｣⇒｢ガンからの声｣に気づくことが必要

ガンは生きている｡生きているからには､心がある｡だから､ガンにも言い分がある｡原因があるから結果がある｡
・『言霊＝言魂』という概念がある｡
声に出した言葉は現実の事象に対して､何らかの影響を与える｡よい言葉にはよい魂が宿る｡⇒しゃべった言葉は意思を持ち､ひとり歩きするかもしれない｡
・言葉によって結果にいきなりアクセスしたことにより､何らかの原因が自動的に発動して､原因⇒結果のプロセスが働き､やがて結果の扉が開くことになる｡
・日本一の個人投資家､竹田和平⇒株式運用や投資などで着実に資産を増やし続ける極意は｢感謝ですよ！｣と即答｡
感謝の想いを深めていくと､自然と我欲が減っていき､結果的にうまくいく｡
・｢ガンからの声｣に気づき､ガンになった｢本当の理由｣を探りながら､それまでの偏った考えや生活を改善していくことを忘れてはいけない｡
感謝しているつもりでも､次々と不幸を引き寄せてしまう人
・言葉とは､心の中の想いが口から発せられたもの｡
発するとさらにその想いが深まっていく｡
口に出す言葉はその人の人格に作用していくもの

自分自身と向き合ったときによい言葉が出てこないと､よい想いは深められない｡人前でも自分だけの時でも同じ｡
魔法の言葉とは､自分に語りかける感謝の言葉であり､自分自身を励ます言葉でもある｡
第２章　感謝すると運気が上がる

運気をグンッと上げる三つの極意(前編)

・ありがとう⇒難が有る⇒有り難い⇒ありがとう
・つきあう人を替える｡運のよい人､うそをつかない人､言葉がきれいで笑顔がすてきな人とつき合う｡－対象はよく合う友人､ビジネスパートナー､恋人｡
1)『いっていること』と『やっていること』がいつも一致している｡
2)自分の利益に直接結びつかないことに対して､無心に取り組んでいるものがいくつかある｡
3)お金の使い方がうまい｡
・住む場所を替える｡⇒気ままな旅をする｡
運気をグンッと上げる三つの極意(後編)

・自分の時間の配分を変える｡
・プラス､魔法の言葉をタイムリーに活用する｡
・スタート時期が適切か｡(天中殺､空亡､大殺界)
東洋占星術､算命学､四柱推命の早見表
運を増大させるメカニズム
・風鈴演奏家､吉田慎の｢自分の死亡記事｣｢未来の履歴書｣
・石川遼の小学6年生のときの作文｢ぼくの将来の夢はプロゴルファーの世界一だけど､世界一強くて､世界一好かれる選手になりたいです｣⇒｢人間はイメージできることしか実現できない｣⇒感謝の想いを深めると､そのときに発する言霊のパワーは増幅する⇒いろんなことに感謝をすればするほど､運は培われる｡努力をすればするほど､運は育つ｡
感謝と努力を継続的に大事にすることで､夢実現に不可欠な幸運体質が徐々に確立され､強固になると思われる｡
感謝と努力を合体させればさせるほど､運は増大していく｡
運は他から与えられるものではなく､自分で育てるもの｡それには｢感謝｣と｢努力｣｡どちらかに偏ることなく､同時に高めていくことが大事｡
⇒結果強力な運が培われる｡⇒言霊パワーをプラスするとどんなに大きな夢でも叶いやすくなる｡
どうしたら幸運体質になれるのか
幸運体質になる秘訣⇒｢どうしたら今､目の前にいる人に喜んでもらえるか､考え､さりげなく実行｡その頻度に比例して幸運体質は強化される｣
・原大(ひろ)樹さんはマジックで世界一､彼に密着したドキュメンタリー国際映画祭でグランプリ⇒『魔法の言葉』を実践していくと､感謝の想いが徐々に深まり､心にゆとりが生まれる｡⇒『魔法の言葉』は世界一と､幸運を引き寄せている｡天性のセンス､情熱､努力､強力な｢運｣｡情熱は｢目の前の人に喜んでもらいたい｣という思いから｡
両親への感謝の念と親孝行により『運』はますます高まる｡
目に見えないものから身を守る最強のセキュリティーとは
・イスラエルのおばあさんは

｢いやなことがあったらありがとう｡すぐにいわないと､魔法が効かなくなってしまうの｣｢怒っちゃだめ｡感情任せに怒らないで｣とも｡怒りを感じたとき､すぐに｢ありがとう｣といえると､不思議とそれ以上､嫌な気分にはならない｡もう一度｢ありがとう｣と心を込めていうと心が落ち着いてくる｡魔法の言葉を口グセにすると､何があっても怒りはエスカレートせず､憑依されずに済むかもしれない｡
ＰＣもセキュリティーさえしっかりしていれば､ウィルスが侵入しても､簡単に駆除される｡人間におけるセキュリティーとは｢感謝｣そのもの｡その体質を強化するのに最も効果的なのは､｢ありがとう｣｢感謝します｣といった魔法の言葉や人への感謝の言葉かもしれません｡
幸せ感がどんどん膨らむ､魔法の習慣術
｢あなた､どうしたら幸せになれると思う？｣
｢それはね､怒らないこと｡どんなときにもね｡この世に正しい怒りなんて存在しないわ｡｣⇒誹謗・中傷・理不尽な事件に巻き込まれても､
｢そんなときはね､すぐに自分に“ありがとう”というの｡すると､それ以上腹が立たないし､怒り言葉は引っ込んじゃうでしょ｡そして､必ずひと呼吸おいて､(間を空けること)

別の言葉で相手に優しく伝えるの｡これでオッケーよ｡｣
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五日市剛さんは以前インターネットで『秋桜』というハンドルネームの方のブログを楽しみにして読んでいました｡当時８２歳の女性､その中に､亡き母からの教えということで『幸せになる秘訣』という詩がありました｡
この詩は五日市 剛の｢講演こぼれ話｣『しあわせへの気づき』にも載っているそうです｡

『幸せになる秘訣』
だれかに善きことをしてもらったら 
けっして忘れないようにしましょう｡ 
だれかに悪しきことをされても 
それは忘れておしまいなさい｡ 
同様に､誰かに一度でも 
愛してもらったことは 
けっして忘れないようにしましょう｡ 
それはあなたの永遠の宝物なのです｡
だれかを一度でも愛したことがあったら 
それは忘れておしまいなさい｡ 
それは相手にあげたプレゼントなのです｡ 
その愛はすでに相手のものであって 
あなたのものではありません｡ 
有形のものでも 　無形のものでも
もらったものに感謝し
与えたものはさっぱり手放すこと｡
それが幸せになる秘訣ですよ
（五日市さん講演会で丁寧に朗読されたことも）　
させていただいて､ありがとうございます｡
見返りをいっさい期待せずに､親の喜ぶことをする｡
親からしてもらったことを心から感謝する｡
どうしたら親が喜んでくれるか考えてみよう｡
難しいようで意外と簡単な幸せになる秘訣､それは

親孝行です｡
金運を上げるちょっとしたコツ　その1
｢人間は得ることで生計をたて､与えることで人生を築きあげる｣(チャーチル)
人にプレゼントをするときは喜んでもらえるかどうか､真剣に考え､者の選択と贈り方を工夫しなくてはならない｡
金運を上げるちょっとしたコツ　その2

･｢世の中の物は､いったい何でできていると思うかね？｣
(マサチューセッツ工科大学で博士号をとった学者でありその後ビジネス界でも大成功を収め､当時ミャンマーの大僧正であったS氏)⇒原子や分子⇒原子核と電子…
｢陽子と中性子は『意思』と『意識』でできている｡しかも､これらをつなぎ合わせているのは『感謝』だ｣
要は｢すべての物質には意思と意識がある｡どんな物質にも関心や愛情を注いでいると､｢共鳴｣現象が起こって､もともとその物質に宿った意思と意識が増大するかもしれない｡｣
・現代の巨匠(名工)と呼ばれる人たちは､自分が使う道具や機械に深い愛情を持ち､それらにいつも声をかけて大事にしている人が多い｡
・お金に関する大事なことは｢いかに使うか｣
・金回りのよい人はお金を使うのがうまい｡お金を支払う際にも､相手がにっこりするような､ちょっとした演出ができる｡喜ぶ相手を見て､自分も喜ぶ｡
金運を上げるちょっとしたコツ　その3

・金の耳かき

・お店オープンのお祝いに花10万円分を3回に分けて

⇒1回目のお花3万円分⇒枯れるころに2回目3万円分⇒ブリザードフラワーを４万円分

・学習塾でモチベーションＵＰのための成功報酬プレゼントシステム⇒親にも生徒にも喜ばれる奇跡の塾

親から感謝して月謝を支払ってもらえた｡お金を払う人から感謝される｡お金は絶えず喜び続けることになり､お友達を連れて戻ってくるようになる｡
死の恐怖を乗り越えると人生が充実する

・中国占星術から自分の寿命を知り､死を覚悟した女性⇒死についてポジティブに学び､やがて死の恐怖から解放されることで､｢残された限りある時間､そのすべての時間に納得し､感謝して生きていきたい！｣
第３章　感謝すると未来が変わる

“ありがとう”という人には幸せがもたらされ､“ありがとう”といわれる人には成功がもたらされる

・昨日よりも今日､今日よりも明日､お客さんからもう一回多くの“ありがとう”をいってもらうためのサービスづくり

僕が肌身離さず持っている二通の手紙
・毎日ありがとう日記
・手術の前に｢ありがとう｣で⇒手術の必要なしに
無心に願いが叶ったイメージを持ち続けるとどうなるか　
・コーラの炭酸を抜く実験⇒強く念じてはいけない｡欲を出してこうな～れとやっても変化はない｡意識を送っただけ
・人間は意識体
・｢～なりました､感謝します｡ありがとうございます｡｣という感謝の言葉を続けることで､念や欲を軽減させる効果がある｡自然と力まずに思えるようになったとき､魔法の言葉は必要なくなるかも
・叶ったイメージをしっかり持って､感謝し続け､ひたすら努力する｡
人は言葉で生まれ変わることができる
イスラエルのおばあさんはユダヤ教徒なのに｢五日市さん､私ね､生まれ変わりって信じているの｣
言葉の大切さ､しゃべった言葉には命が宿る

汚い言葉､人を傷つける言葉は使わないこと｡
いやなことがあったら口からは｢ありがとう｣
いいことがあったら口からは｢感謝します｣
何にでも感謝していったら､運は必ず後からついてくる｡
やがて目の前の現実が望ましい方向に変わってきて､楽しくなる｣｡
過去世や来世といったことをそれほど意識しているのではなく､｢しゃべる言葉を変えることで､生まれ変わるのよ｣といいたかったのかもしれない｡
｢口から発する言葉とそれによって深まる想いは目の前の現実に少なからず作用している｡自分の言葉と想いは自分の人生をつくりあげている｡｣
来世を待たずして言葉で生まれ変わることができるかも｡
イスラエルのおばあさんは｢運命というものはあるのよ｣とも

何か不幸と思われるような出来事に出くわしても､あまり嘆き悲しまないほうがいい｡
マイナスのほうに引っ張られない｡
魔法の言葉は､運命の流れに上手に身を委ねるための最も簡単で効果的な知恵のようなもの

たとえどんなにどんなによいことがあっても高揚する気持ちや我 欲に支配されたりしない｡
どんなに悪いことがあってもジタバタせずに本来の流れに沿って心穏やかに生きていけば､運命は絶対に自分を見離したりはしない｡
大きな幸運の流れに身をゆだねる極意
一人でも多くの人が｢感謝の波動で不安の波を打ち消していくこと｣
・事故を起こした原発にも｢ありがとう｣｡
その魔法の言葉と感謝の想いが一人でも多ければ多いほど､皆が知らず知らずに大きな幸運の流れに身をゆだねることになり､社会全体に広がってしまった不安の波を打ち消していくことにつながると思っている｡
有意義な人生を送るために役立つ具体的なツール
離婚した数百組の男女の生年月日の『相性』の統計学的調査

・我々の生年月日には､ものすごい情報が含まれている｡
・相性というのは､絶対にあなどれない｡
・感謝思考で生きる｡⇒｢魔法の言葉｣
・自分の役目・役割を果たす｡⇒｢天分・個性・役割｣
なんでもない日常を､どのように過ごすと人は輝くか

・塩沼亮潤､仙台､慈眼寺の住職､大阿闍梨､1300年の歴史の中で｢大峯千日回峰行｣の満行を果たした人

往復48キロの山道を1日で往復､2000年に四無行(9日間､断食･断水･不眠･不臥)､2006年に八千大護摩供(百日間､五穀断ち･塩断ち)
・苦行の理由はなんでもない日常をありがたいと感謝できるようになるため

・浄玻璃の鏡と針のむしろ⇒与えた｢悲しみ｣には早く謝る｡人に与えた喜びが多ければ多いほど無上の喜びがわいてきて､笑顔がこぼれ､うれしくて､楽しくてしかたなくなる｡＝まさに天国
・大島みち子の『若きいのちの日記』

今ある健康な体は決して｢あたりまえ｣じゃない…奇跡

・五日市さんは毎年12月に断食する｡
｢ただ生かされて……感謝のみ｡毎日の食事ができることが､奇跡に思えてならない……｣
｢結婚はね､自分が幸せになるためのものではないんだ｡相手に幸せになってもらうための結婚なんだ｡どうかこのことを今日､お互いに決意してください｡君たちが幸せになる､最大のコツです｡｣
・人は自分以外のもののために生き始めたときから､ほんとうの人生が始まる｡
自分ではなく､相手の幸せをお互いに求め合っていくと､何があっても二人は力を合わせて乗り越えていける｡
すべては感謝に至る道

・79才の女性からの夫に対する感情の相談に対するアドバイス⇒鏡の法則､互いに気遣うとどちらも運気が上がる特殊な星回り⇒今あなたがすべきことはこうしたことに対する深い理解と夫に対する深い感謝｡もう一度魔法の言葉を心を込めて実践してみましょう｡
｢たとえあなたの人生が99％不幸であっても､最後の1％が幸せならば､あなたの人生は幸せなものになる｣(マザー･テレサ)⇒毎日が楽しいし心が軽くなった｡生まれ変わったみたい｡⇒｢今に感謝できる､明るい心を持つこと｣｢『今まで見えなかったいろいろな愛』に､目を向けるための魔法｣
・魔法の言葉は欲から入ると効果がわかりにくい｡⇒使い続けていくとその本質がわかってくる｡どんなことにも感謝をする習慣(感謝思考)⇒｢何があっても､『すべては感謝へ至る道』｣⇒感謝思考になるともう魔法の言葉はいらない
中国4000年の叡智を超えるもの､それは……

・中国占星術における天中殺中の過ごし方(精神修養と断食など)
・無私無欲､受け身的な生き方の人にとっては､天中殺の影響は少ない｡感謝する習慣を持つことで過度な欲や執着がへり､こうした星回りの影響を受けにくくなる｡中国4000年の歴史が生んだ叡智を超えるものがあるとするならば､それはまさしく『感謝』
日々､感謝の実践を通して､自分を大きく進化させることのみなのだ｡(※霊性進化)
あとがき

・京都在住の画家､河村武明さんからの手紙
脳梗塞⇒苦しいときに感謝せよ⇒最初は無理やりでもいい｡自分の口から発する言葉は自分まで帰ってくる｡
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・東日本大震災や福島の原発事故にも心から｢ありがとう｣です｡そういって自分を励まし､自ら不幸の連鎖を断ち切り､絶望から希望へと変えていく｡そして､いつも心穏やかに過ごすことができるようになると､ありがとう階級でいうところの『上級』すらも超えた境涯にやがて達します｡
その域に至ってこそ､中国4000年の叡智を超える､どんな星回りにも左右されない人生の切符が手に入ると思っている｡2012年2月
中国占星術
研究や鑑定

中国4000年の叡智､サイエンス､自然哲学
陰陽五行説

十干(じっかん)と十二支⇒干支と星を算出して宿命（性格・本質）を導き出す手法

天中殺―新しい出発をするときは､可能であればこの時期を外す｡
会社であれば､社長の運勢を鑑定する｡
----------------***-----------

夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合え
るところが当方幸せ研究所 知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2010.6.25

言葉に見合った行動をすぐにとってみる(P17～)
｢ありがとう｣｢感謝します｣
こうした言葉を目の前の人にいうと､普通の感謝の言葉ですが､自分につぶやくと魔法の言葉になる……｡これを実践していると､何に対しても感謝したくなるから不思議です｡
学生時代に魔法の言葉を知り､それをログセにすることで､僕のふだんの言葉はずいぶんよくなりましたし､ひどい言葉をつかわなくなりました｡それとともに仲間がふえ､運気がぐんぐんアップ｡つらいと思われることでも､容易に乗り越えられるようになりました｡魔法の言葉のおかげで､僕自身がかなり成長できたと思います｡
　でも､ある友人から｢ツキを呼び込むような特定の言葉なんて､ほんとうにあるのかな？｣といわれたことがあります｡｢感謝の言葉はもちろん大事｡でも､それ以外にも､人それぞれ運を切り開いていくために､自分にとって大切な言葉があるんじゃないの？｣とのことでした｡
　なるほど､そうですね｡状況によって言葉は違っても､自分にとっての魔法の言葉が､ほかにあるのかもしれません｡
　例えば､必要以上に自分を責める人っていますね｡一生懸命努力したけれども､｢入試に失敗した｣｢自分のミスでチームが負けた｣｢大切なお客様を怒らせてしまった｣など｡もう｢バカバカバカ‥｣って､自分で自分を責めて傷つけてしまうなんて､これはよくないですね｡失敗を反省したり分析したりすることは大事ことですが､あまり自分を責めすぎてはいけないと思います｡
それでもドーンと落ち込んでしまう人は､｢まっ､いいか｣といってみてください｡
そう自分にいうと､心が軽く育､必要以上に自分を責めなくなります｡起こってしまったことは､じたばたせず､受け入れるしかない｡深刻にならず真剣になる｡自分をあまり責めてもしかたがないのです｡
このように､自分を元気にしてくれる言葉､ときには不安とか心配を払拭してくれるような言葉､足が進まない自分の背中をボンと押してくれたり､自身を励ましてくれたりするような言葉｡その一つ一つが自分にとっての魔法の言葉であり､そのときの自分にほんとうに必要な言葉なのだと思います｡
　だから､｢これさえ唱えていればツイてくる｣という特定の言葉（魔法の言葉）なんてほんとうにあるのかな？と思うかたがいても当然かもしれません｡状況に応じて､自分にふさわしい言葉があるはずですからね｡
　とはいえ､やはり｢ありがとう｣｢感謝します｣といった感謝の言葉は､ほんとうにすごいと思っています｡だって､どんなときにもつかえますからね｡嫌なことがあっても､いいことがあっても､自分につぶやける言葉｡そうすることによって､感謝の想いがどんどん深まり､なんにでも感謝できる心が育まれます｡
　実は､その｢なんにでも感謝できる心｣こそが､｢幸せの源泉｣だと思うんですね｡
だれかのために何かをしても､見返りを期待せずに､｢させていただき､ありがとうございます｣という気持ちにすらなる｡その意味からも､感謝の言葉は万能で､最強の魔法の言葉といえるのでは､と思います｡
魔法の言葉を､より効果的に活用する例を､一つご紹介しましょう｡

会社で上司にキツく叱られた､とします｡
｢ちくしょう､なんでオレばっかりが｡
腹立つなあ｣｡
そんなとき､すぐに自分に｢ありがとう｣といってみます｡ちょっと深呼吸して間をおいて､もう一度
｢あ・り・が・と・う｣｡
すると､不思議とそれ以上､腹が立ちません｡
　次に､つぶやいた言葉に見合った行動をとります｡実はこれがいちばん大事なポイントなんです｡行動なき吉葉は弱く､やがて消え去ってしまうからです｡
僕なら､自分を叱責した上司のもとへトコトコ歩いていき､深々と頭を下げ､もう一度謝罪｡
そして､二度と同じミスを犯さないための具体的な対策と決意を伝え､さらに注意してくださったことに感謝します｡
上司は目を丸くするでしょうが､心の中ではとても感心するでしょうね｡
　そんな行動をとった自分も｢よっしや！｣とガッツポーズ｡そして､腹が立ったときにすぐにつぶやいた｢ありがとう｣がそのきっかけであることを思い返し､｢ほんとうにありがとうだよなあ｣としみじみ感じるわけです｡
　このように､嫌なことがあっても前向きな行動が伴う感謝の言葉は､結果的に感謝の想いを深め､状況を生きやすい方向へと導いてくれます｡
　言葉に見合った行動を､すぐにとることが大事です｡これで､あなたのもとにツキをグイグイ引きつけてくださいね｡

感謝すると集中力が高まり､底力を引き出すきっかけになる

(P22～)二〇〇八年の十一月十五日､プロボクシングのタイトルマッチを観戦しました｡場所は東京の後楽園ホール､超満員で熱気ムンムンでした｡東洋太平洋スーパーウエルター級チャンピオンの日高和彦さんの､二度目の防衛戦です｡挑戦者は､元ウェルター級チャンピオンという強敵で､すごいオーラをビンビンに放っていました｡
以前､日高さんはそのかたと対戦したことがありますが､フルに戦い､結果は判定による辛勝でした｡そのころの日高さんは､まだ魔法の言葉と嫁がありませんでした｡
その後､魔法の言葉を知り､その実践に磨きをかけてきた日高さん｡敵意むき出しで戦闘モードの相手とは対照的です｡全身が静かな感謝のオーラに包まれていました｡
結果は､四ラウンドKOの圧勝でした｡旦尚さん､強い｡というよりも､チョー強すぎ｡
いっしょに観戦した格闘家の大山唆護(しゅんご)さんは､｢最初から安定した試合運びで､安心して観ることができた｡最後はその雄姿にほれぼれした｣と語っていました｡
ちなみに大山さんも魔法の言葉の実践者です｡
ところで､以前あるゴルフ雑誌の取材を受けたことがあります｡きっかけは､プロゴルファーの古市忠夫さんのエピソードです｡
古市さんは阪神大震災で､自分の店や家を消失し､目の前で多くの人が亡くなっていくという極限の状態を経験されました｡その中で､今､自分の命があることへの感謝の気持ちに満たされたといいます｡その後も､生かされていることに感謝､大好きなゴルフができることに感謝と､｢感謝の心｣を持つことにより､なんと還暦を前にして､合格率三％以下というプロテストに合格したのです｡それまで､サンデーゴルファーだった商店街のカメラ店のおじさんが､練習もままならない状態で難関のプロテストに合格するのは､異例というよりも奇跡です｡
　僕へのインタビューの趣旨は､｢感謝の心を持つと､人はどのように変わるのか｣｢試合の好成績と感謝の心を持つことは関係があるのか｣､ということでした｡これは､先ほどのボクシングチャンピオン､旦尚和彦さんの活躍についても深い関係があると思います｡
　医師であり､気功家でもあるY．H．C．央山クリニック院長の失山利彦先生に､｢人は､感謝の心を持つと体から『気』が出やすくなる｡すると､脳内に緊張状態を解く働きを持つセロトニンがふえ､ストレスが軽減され､さらにドーパミン､エンドルフィンといった神経ホルモンも分泌されやすくなる｣と教わりました｡
　その結果､脳波が安定し､呼吸が深くなり､リラックスした状態になる｡つまり､緊張が緩和され､集中力が高まりやすくなるわけです｡さらに体が柔軟になり､力が出やすくなる｡ということは､スポーツ選手にとって､最も望ましい状態に近づくのではないか､と思います｡
　口から発する感謝の吉葉は感謝の心を育み､脳内で分泌されるホルモンに作用して､体へ大きな影響をもたらします｡｢言葉1心1脳1体｣という情報の流れが､バッと思い浮かびますね｡ただ､もしネガティブな言葉ばかりを発していると､（厄介なホルモンが分泌されて）同じ流れで体に悪影響を及ぼすとも考えられます｡そう思うと､なんだか怖いですね｡
　まさに感謝の状態こそが､集中力を高め､力を無理なく発揮させられるのだということがわかってきました｡
感謝の心を持ち､そしてそれを持続するために便利なものは､魔法の言葉です｡つらいときやピンチのときにすぐに｢ありがとう｣ということで､たとえ心が落ち込んでいても､感謝の状態に近づけるきっかけをつくれます｡
北京オリンピックに出場した日本の代表選手の中には､レスリングで銀メダルを取られた松永共広選手をはじめ､魔法の言葉の実践者が数多くいたそうです｡そうした彼らの活躍を知ることで､感謝の言葉とその想いは､スポーツ選手にとても強力な武器になると確信できました｡
　それでは､さらにそれ以上の運動能力を引き出すにはどうしたらいいのでしょうか？もっと､自分の可能性を高める方法はあるのでしょうか？

　次に､そのお話をしたいと思います｡
金運を上げるちょっとしたコツその2（P105～）

｢世の中の物は､いったい何でできていると思うかね？｣
そう尋ねてきたのは､当時ミャンマーの大僧正であったS氏｡彼はアメリカのマサチューセッツ工科大学で博士号をとった学者であり､その後ビジネス､芸界でも大成功を収めた偉大なかたです｡
｢何でできているって‥‥‥｡物質を構成する最小単位についてお尋ねでしょうか｡すべては原子や分子からできていますよね｣
｢では､原子は何でできている？｣
｢原子は…原子核とそれを回る電子で構成されています｣
｢その原子核は何でできている？｣
｢陽子と中性子ですよね｣
｢それじゃ､陽子と中性子はいったい何でできている？｣
　こんな問答をくり返していると､ついにS氏はこんなことをいいました｡
｢陽子と中性子は『意思』と『意識』でできている｡しかも､これらをつなぎ合わせているのは　『感謝』　だ｣
　こんなぶっ飛んだ発想には驚きましたが､S氏いわく科学的な根拠があるそうで､｢彼がいうことがほんとうなら､いったいどんなことがいえるだろうか｣と真剣に考えてみました｡
　要は､｢すべての物質には意思と意識がある｣ということなのでしょうが､もしそうであれば､生物のみならずどんな物質にも関心や愛情を注いでいると､｢共鳴｣という現象が起こって､もともとその物質に宿った意思と意識が増大するかもしれない……｡
　例えば､いつも大事にしている愛車があるとします｡毎日心を込めて洗車したり､ときおり優しい声を掛けながら大事に乗り続けていると､その事の意思と意識がどんどん膨らんで､いざというとき事故に至らなかったり､事故が起こっても運転席のご主人様をしっかりと守ってくれるのではないでしょうか｡
　そういえば､日本の各分野で活躍する｢現代の巨匠（あるいは名工）｣と呼ばれる人たちは､自分が使う道具や機械に深い愛着を持ち､それらにいつも声をかけて大事にしている人が多いと聞きます｡
そんなことを考えながら､｢この世の物質の中で､意思と意識がパンパンに膨れ上がるくらいに大きくなっているものは何だろう‥‥⊥と思いを巡らしていると､それは『お金』にちがいない､という結論に達しました｡お金に興味のない人なんて､いないと思うからです｡｢世の中､カ､●篭ないよ｣という人だって､ある程度はお金に関心がないと､生きていけなくなりますからね｡
使い古されたお札（高札や五千円札など）を燃やすと､人を焼いたにおいがすると聞いたことがあります｡これにはギョッとしましたが､もしそうだとすると､やはりお金には人間特有の意思や意識があるのではないかと思いたくなります｡
我々が魔法をかけられて､お金にドロンと化けたとします｡お金は無機物ですから､手足がニヨキッとはえて､トコトコ動くことはできません｡でも､意思と意識がある､とすると､お金である我々は､いったいどんなご主人のもとに戻りたいと思うでしょうか？おそらく､お金を大事に扱ってくれる人､お金が喜ぶように使ってくれるご主人のもとに戻りたいと思うでしょうね｡しかも､友達をたくさん連れてくるかもしれません｡
　さて､今度は人間の側に戻ります｡いま手元にあるお金をどのように使ったら､このお金は喜ぶだろうか……｡そう考えながら実践するようになると､お金とのつきあい方がだいぶ変わってきますし､金運も上がるようです｡
人はお金が欲しい｡欲しいがゆえに､｢いかに得るか｣とか｢いかに貯めるか｣ということばかり考えがちです｡
それよりも､もっともっと大事なことは､｢いかに使うか｣です｡
ものすごく金回りのよい人というのは､お金を使うのがうまいのです｡ほんとうにうまい｡お金を支払う際にも､相手がにっこりするような､ちょっとした演出ができるかたが多いです｡喜ぶ相手を見て､自分も喜ぶ｡するとお金は大喜びし､そのご主人のもとに､友達を連れて戻ってくるかもしれません｡
だれかへプレゼントをするときは､確実に相手が喜ぶ物を選びたいものです｡喜んでいただく状況を演出するのも､お金に好かれる大事なポイントです｡相手が喜ばなかったり悩んだりするようだと､それに使ったお金は決して喜びませんし､ご本人のお金回りはよくなりません｡
こんなことで､金運を落とさないようにしたいですね｡
"ありがとう"という人には幸せがもたらされ､"ありがとう"といわれる人には成功がもたらされる(P122～)
先日､ある居酒屋に初めて行きました｡オープンして半年もたっていない､モダンなお店です｡僕の本を読んでくださっているご年配のS子さんもいっしょでした｡
S子さんは､｢ここのマスター､若くてすごく元気がいいでしょ｡彼に五日市さんの本を読んでもらいたくて､数日前に『ツキを呼ぶ魔法の言葉』のムックを持ってきたのよ｣と日をキラキラさせていいました｡
｢そのときね､たまたまこの店である夫婦と知り合ったの｡お子さんがまだ小さいといってたから､歳はたぶん三十代半ばかな｡結婚記念日だから二人でお祝いしようとご主人が奥さんを連れて来たんですって｡でも､‥‥‥実はその奥さん､余命三カ月らしいのよ｣
｢え？｣
｢そんな話を聞いて､私､凍りついちゃったわ｡だから､マスターにあげようと思って持ってきたムック､彼女にあげちゃったの｡〃ねぇ､これ読んでー｡口にする言葉を前向きに変えて､なんにでも感謝していったら､絶対にいい方向にいくわよ〃ってね｡
その女性とご主人､〃すぐに読みます〃といって､とても喜んでくれたわ｣
その翌日､ご主人が大でお店に来たそうです｡そして､なんと｢来年の結婚記念日にも､ここでお祝いをしたいので､予約させてください｣とマスターに伝えました｡
マスターは｢よっしゃ｣と大きな声で応えましたが､カレンダーをよく見たら､なんと来年のその日は､お店の定休日｡マスターはご主人の顔を見るとにっこり笑い､
｢よかった､定休日でー｡だって貸し切りじゃないですか｡みんなでお祝いしましょうー｣というと､ご主人は感動して大泣きしたそうです｡そんな話をS子さんから聞かされて､なんだか僕まで泣けてきました｡S子さんは､
｢お二人とも､あのムックを読んで､希望が持てたんだと思うよ｡来年の結婚記念日､私もお祝いしてあげたいな｣
というので､
｢じゃあ､僕もお祝いに駆けつけますよ｣
｢えー､五日市さんも来てくれるの！｣
｢だって､そんな話を聞かされたら､だれだって彼らのお祝いをしたくなりますよ｣といってしまいました｡
　それにしても､イキなマスターですね｡その居酒屋は､ほんとうにすてきな魅力あるお店でした｡数カ月前にオープンしてから､日に日に固定客がふえ､今では連日お客さんでいっぱいなんだそうです｡その理由､とてもわかる気がします｡マスターをはじめ､スタッフのかたがたの心遣いがほんとうに素晴らしくて､常にサービス満点です｡どのスタッフもお客さんから｢ありがとう｣と感謝の言葉をたくさんいただいていました｡
　そういえば､こんな言葉を聞いたことがあります｡
『〝ありがとう″という人には幸せがもたらされる｡“ありがとう〃といわれる人には成功がもたらされる』

　今､不景気で経営が苦しいお店はたくさんあります｡日に日に客足が遠のいて､｢このままではお店がつぶれてしまう｡どうしよう……｣｡実は､そう頭を抱えたエステサロンの経営者が大阪にいました｡｢もう､店をたたんでしまおうか・‥‥｣｡そんな後ろ向きなことを考えていたある日､彼のもとに一通の手紙が届きました｡お店のスタッフに丁寧なサービスを受け､とても感動したというお客さんからのお礼の手紙でした｡
｢またそのスタッフに会いたいです｡何人かの友人にも紹介させていただきますね｣と最後に書かれてありました｡
それを読んだ経営者は､お金を払ってくださるお客さんに感謝されるなんて最高だなぁ､と思ったそうです｡そして､仕事を終えたスタッフ全員を集めて､次のようにいいました｡
｢今日､君たちは､来てくださったお客さんから感謝の言葉をいくついただいたかな｡
明日は､今日よりも一回多くの“ありがとう”をいってもらおう｡そのために何をしたらいいのか､考えてほしい｣
　こうして､そのお店では､昨日よりも今日､今日よりも明日､お客さんからもう一回多くの“ありがとう”をいってもらうためのサービスづくりが始まりました｡
毎晩､仕事が終わると､全従業員が円陣を組み､その日のお客さんの様子を語り合いながら､楽しくアイデアを出していきます｡
｢お客さんに､～のタイミングでおしぼりをお渡ししたら､“ありがとう”っていわれたの｣
｢施術後､～という紅茶をお出ししたら､あら､おいしいわね､“ありがとう”ってよろこんでいただけたわ｣
一回多くの“ありがとう”は､ほんのちょっとした気遣いから生まれるもの｡どのスタッフもやりがいを感じ､｢明日はどんな工夫をしたらいいのか｣を●蓑に決めて､わくわくしながら実践していきました｡
現在､このお店はものすごい繁盛店になったばかりでなく､もう二店舗ふえたそうです｡お客さんに感謝されるお店には､必ず人が集まります｡そして､常に｢もう一回多くのありがとう｣を目指すかぎり､そのお店は日々進化していくのです｡たとえ世間が不景気であろうと関係ありません｡
いつでも､心から“ありがとう”がいえる人には幸せがもたらされる｡逆に､そういわれる人には成功が‥‥‥｡そういえば､あの居酒屋にいたとき､マスターがときどきこちらをチラツと見てはⅤサイン｡その笑顔が優しさにあふれていて､なんだか胸がいっぱいになりました｡“マスター､ありがとう！オレ元気になったよ”そういったのは隣に座ったお客さん｡僕は思わずその人と“かんぱ～い！”お店の中は､いつまでも温かい空気で満たされていました｡
僕が肌身離さず持っている二通の手紙(P128～)
…　　　(P130～)

・九州のLさん（19歳の女性）の手紙

情緒不安定な日々が続いて､こんなことにも感謝しなきゃなんないのかな？って何回も思いました｡
なかなか､うまくいきませんでした｡
　だけど今年の春､先輩が就職のためバイトを辞めるとき､私に小さな冊子をくれました｡それが『ツキを呼ぶ魔法の言葉』でした｡帰ってすぐに読みました｡
心が洗われました｡すごく感動しました｡泣きました｡たくさんたくさん泣きました｡
　ちょうどつらくて､どうしようもない時期だったから｡だけど､つらくても｢ありがとう､ありがとう｣って､つぶやいていました｡このタイミングで先輩から本をもらって､こんな考え方になれるなんて､あたし､ツイてる！そう思えました｡
　それからです｡私は毎日､ありがとう日記をつけています｡｢天気がよかった！ありがとう！｣｢掃除のおばちゃん､ありがとう｣
　ちょうど四月一日から始めました｡そしたらですよ！一カ月もたたないうちに､新しい彼氏ができました！こんなすてきな恋が早く訪れるなんて､自分でもびっくりです！

　毎日毎日､ありがとう｡嫌だって思っても､最高！って唱えてる｡そしたら､毎日楽しくって！先輩にも報告したら､とても喜んでくれて､うれしかったです！

ありがとうってほんとうにすごい！
五日市さん､ありがとう！あたし､変われました｡
ありがとう､ありがとう｡死ぬ直前にもいいたい言葉です！
それからあたし､愚痴ってばかりいる友達にいっています！

　ありがとうって思わんね！人生､変わるばいって！

・静岡のRさん（三十代の女性）の手紙

母は､声を失う手術の予定でした｡
その三日前､五日市さんの本に出合いました｡
二人で｢ありがとう｣を唱えました｡
三日後､手術の必要がなくなりました｡
母は､今も元気に賛美の歌を歌っています｡
目の不自由な母に､声を残してくださったのは､五日市さんです｡
ほかにもたくさん｡ありがとう､ありがとう｡
感謝を込めて｡
　僕は､魔法の言葉についての講演をよく依頼されますが､本業との両立がキツいため､｢もう講演はやめよう｣と何度思ったことかわかりません｡そんなとき､この二つのお便りをかばんから取り出しては､声に出して読むんですね｡すると心が熱くなり､元気と勇気がわいてきて､｢もう少し続けよう｣と思うようになります｡言葉って､ほんとうに心を動かすんですね｡
　Lさん､Rさん､僕のほうこそ感謝の気持ちでいっぱいです｡お便り､ありがとうございます｡
全ては感謝に至る道(P159～)

…　(P162～)

　その後まもなく七十九歳の女性からも相談を受けました｡何年も前からご主人のことが嫌いでたまらなく､同じ空気も吸いたくないとのことでした｡
ご主人は会社経営をして､経済的には潤っていましたが､今は息子さんに社長の座を譲り､第一線から退いています｡現役時代は売り上げを上げるために､ちょっと悪いことや､人に憎まれることもやってきました｡彼女は､そのことが心底気に入らないというのです｡
｢人間的に最低｣｢いつも汚い言葉を吐く下級人間｣｢感謝のかけらもない愚か者｣など､口を開くとご主人に対する不平､不満､愚痴ばかり｡ちなみに､ご夫婦そろって体調がずっと悪く､毎日大量の薬を飲んでいるそうです｡
まず､中国占星術でお二人の鑑定をすると､意外なことが判明｡うつむいているその女性に､次のように伝えました｡
｢今､あなたが豊かな生活ができるのは､ご主人のかつての深い愛情のおかげですよ｡ご主人は､家族に裕福な生活をさせたいがために､がむしゃらに働き､会社を大きくすることだけを考えてきた｡ご主人が人に憎まれ､泥をかぶってきたおかげで､今ぜいたくな生活ができているともいえます｡ただ､そうしたことの積み重ねが､今の病気に拍車をかけています｡さらに､奥様であるあなたからもときには罵倒され､ときには無視され続けている｡どうやら､このままだと来年あたりからご主人の健康状態に赤信号が灯るようです｡つまり健康状態がますます悪くなり､場合によっては最悪のことになるかもしれません｡
だから､ご主人には優しくしてほしいです｡そうすると鏡の法則のように､ご主人も必ず優しくしてくれます｡実は､お二人はお互いに気遣うと､どちらも運気が上がる､特殊な星回りになっています｡だから､今あなたがすべきことは､こうしたことをよく理解したうえで､ご主人に深く感謝すること｡もう一回､魔法の言葉を心を込めて実践してみましょう｣
このとき､ふとマザーテレサの言葉が頭に浮かびました｡
『たとえあなたの人生の99％が不幸であっても､最後の1％が幸せならば､あなたの人生は幸せなものになる』

　その女性にこの言葉を伝えると､バッと顔を上げ､｢私､もしかすると感謝欠乏症というひどい病気だったかも｡魔法の言葉は頭ではわかっていても､さっぱり実践できていなくて｡もう一度､主人と向き合ってみます｣といいました｡
　その後､ご主人に対しての姿勢がガラツと変わったそうです｡この数十年間､ご主人に料理すら作ってあげていなかったのに､心を込めて作り始めました｡すると､ご主人の顔から､険しさが徐々に消えていきました｡お子さんやお孫さんたちが皆びっくりし､｢おばあちゃん､とっても変わったね｡明るくなったよ｣と何度もいわれたそうです｡
｢今､毎日がほんとうに楽しいし､心が軽くなりました｡私､生まれ変わったみたい｣とおっしゃっていました｡人間は､何歳になっても変われるものなんですね｡
　魔法の言葉の一番のすばらしさって､なんでしょうか？

｢よいことが起こること｣や｢夢が実現すること｣と思っているかたが多いかもしれませんが､実は『今に感謝できる､明るい心を持つこと』なんですね｡
さらに､魔法の言葉は『今まで見えなかったいろいろな愛』に､目を向けるための魔法だと思うのです｡心を込めて実践するプロセスで､よいことが起こったり､願いがかなったりすることもあるわけです｡
魔法の言葉は､どうも欲から入ると効果がわかりにくい｡
でも､つかい続けていくと､その本質がわかってきます｡
そして､どんなことにも感謝をする習慣（感謝思考）が

しっかり身についたら､もう魔法の言葉は必要なくなります｡けっきょく､何があっても､『すべては感謝へ至る道』なんですね｡
中国4000年の叡智を超えるもの､それは……(P166～)
本書の中で､何度か中国占星術にふれてきました｡これは生年月日から性格や本質を導き出す手法です｡この中で､特に注意しなくてはいけないのが天中殺｡運勢が変動しやすく､天が味方しない時期といわれています｡人によって影響の度合いが異なりますが､その度合いまでも生年月日からわかるのです｡世の中には､中国四〇〇〇年の歴史が生んだ､ものすごい叡智があるんだなあと､思わざるをえません｡
　こうした時期は､その特性をよく知り､上手に過ごしたほうがいいと思っています｡
　僕は､自分の天中殺の年や月は､精神修養をする､最もよい時期ととらえています｡
本を多く読んだり､勉強をしたりと､自分を磨く努力をします｡あまりリスクは冒しません｡毎年､十二月や一月に断食を行いながら穏やかに過ごすのは､十二月と一月が一年における僕の天中殺だからでもあります｡
　天中殺特有の現象は､自己主張の強い人や､欲深い人にキツく出やすい｡…　P167～
感謝が足りない人､執着心が強くて怒りっぽい人には､天中殺のときに､何らかのトラブルが必ず発生するでしょう｡一つがうまくいかないと､次々と､そして心の焦りがさらに拍車をかけることになります｡
東京在住の女性ライターであるNさんから､先日こんなお手紙を頂きました｡
天中殺……｡一般に大変怖いイメージがありますね｡自分で天中殺の時期を知り､過去の天中殺の時期に起こったことを思い返すと､ゾゾゾッです｡
私は十代のころ大殺界が怖くて怖くて､細木数子さんの本に『殺界●要を逃れる方法』という記述がないか探しまくりました｡どこにも書いてなくて､やっと見つけた古本には『先祖を大切にしなさい｡墓石と仏壇屋を紹介します』のくだりがあり､がっかりした覚えがあります｡その後も､このことはずっと頭の片隅にありました｡
しかし､『ツキを呼ぶ魔法の言葉』の小冊子を読んだとき､すべての不安が霧消しました｡魔法の言葉を虚心坦懐に続けていけば､不安の連鎖から逃れられ､ありがたい好転が望める｡
　そして､五日市さんの講演を初めて聴いたとき『魔法の言葉をきちんと実行し､努力し続ければ､それはあなたにとって､最も実りある行動になる』といわれ､実りある行動という言葉にどれだけ安心し､励まされたか｡
　ゴルファーの石川遼くんが中三のとき､担任の先生が五日市さんの本をクラスで何度も読んだことは有名ですが､そのとき遼くんたちにいった『感謝の気持ちを忘れなければ､運は必ず後からついてくる』という言葉も､とても心に残っています｡
　パワーストーンも､ヒーラーもいらない､魔法の言葉は最強です｡スピリチュアルや宗教とも違うのは､魔法の言葉は､決して人を最終的に依存させないということです｡
五日市さんは､講演のとき､『魔法の言葉を心を込めて唱えることで､感謝の想いがどんどん深まる｡やがて､どんな状況のときも感謝の気持ちでいられるようになったら､もう魔法の言葉なんて必要ないんだよ』とおっしゃっていましたよね｡どんなときも感謝思考ができるようになったら､もう魔法の言葉はいらないと｡
五日市さんのおっしゃる感謝思考は足元を心強く照らしてくれ､その人の状況やレベルにあった形で､いま､このときをぶれない生き方に導いてくれると､最近ますます感じます｡
Ｎさんのコメント､すてきですね｡
僕にはもったいないお言葉で､とてもありがたいです｡
確かに､なんにでも感謝する｢感謝思考｣は､ほんとうにおススメです｡
僕自身､中国占星術を勉強し､魔法の言葉を実践し続けて思うことは､世の中には『我々の人生を左右する､目に見えない法則』みたいなものが､たくさんあるということです｡
おもしろいことに､無私・無欲の人､受け身的な生き方の人にとっては､天中殺の影響は少ないようです｡ほんとうに欲が薄らいでいる人というのは､精神的な成長を成し遂げた人が多いのではないかと思われます｡
感謝する習慣を持つことで過度な欲や執着がへり､こうした星回りの影響を受けにくくなります｡つまり､｢中国四〇〇〇年の歴史が生んだ叡智を超えうるものがある｣とするならば､それはまさしく『感謝』｡日々､感謝の実践を通して､自分を大きく進化させることのみなのです｡
最後に､このことを皆様にお伝えしたいと思いました｡
